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一つの関心は， 1960年代初頭に輸入代替政策か

向工業化政策に転ずる、ことによって急速な工業化に成功

しだ仕表国としての韓国に向けられておい比較優位に

沿:,::］）国の労働犯約財J)大規模輸Iilが， 9（1]、→尋済成長

ぷ`二 i,9」|I、!tiこ， ）：見村・ならこ},•, ti; 1 | i (!）i拉｛木グ］｛紬）Jら，｝、尺‘ヽ 11}文

収 '.r’~；ことに，t, て）灯得分配なも‘ド等化(')方向；こ 111Ji) ＇ j9) 

しもだという，前 3国とぱ対照的な政策的涌結が分析さ

れ心 ごうして，二つの工業化パターンと所得分配との

関連そ各ぎることに本繁の課題がおかれることになる。
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抄ti哨む近： fごiKIしl)^ i l. t •こ’v’] ，f, 9:•「 ,U,ciii ii;：，『J'i、,1 ノレ人

9・：ヽ：呆性，こヤ:_なか‘;I、)］泣成、・→iしこ/,(')ではだ，りヽ k :＇‘と 9 1,' 

いう懸念が閲発エコノミスミ c'）心を捉えるよう，こなって

ひろ．，、知られているよう：こ輸入代替工業化；i,高関税，

輸人数量制限，為替制限等を通じて外国からり）蛸入商品

を丘めだし，従前の輸人11場（レディ・マーヤ→卜）を
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のぷ＇T等化頻向を助長し:咋紺晶ば イラン． メやシコ，

からすぐに放年を経過 l-9ヽし｀る。そしてこの由；こ開発途 プラ >.'l,J'):1国(})ばあ、大略次のようなも(/)-:~,”•9 た。

上諸il」］）り得分配構造の{JI・だやさらには経済成長と所得・ すなわ乞，まず第 1 に知巽護政嬢によ'.•.こ月：．主れたレ

分紀，、＇； ； l: U）関連を肝＇， ＇／’-ー（•,'．） ｛i：哨砧束'!,1.::: k: し«〗｀ テ’•マーり ，卜：—:I月，二。ご：I： ［危な1開始でぎピぐ万it i「j：{ ＼部
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ris) J）ムlII 土1Im.tui/1j'ol l)、•Ittt'rlLI' （}j ［IIlUIII9.，1)I,、tri・ 政策心::(1) 3国におY’ ごは産業村成(/)かはめとされた

bution in Developing Countries (Stanford, :ヽtanfcml 「低金利 i政第と結びつき．．低金利政策の t．こでは大規

l'niヽeroit,・ Press, 1971)や．に銀とサセック I.,大学の共 模経済iji.位＇．のみが資本を澄た的に利用するお山 L怜仔えら

詞研‘応’炉い果 Redistributionwith Gr()mtll :、London、 れるこどにな）たからである。一国経済全1本？）貸本収益

（）入i(）I r l l. 1 1 1 ¥ l• rs i t y l) r《̀‘‘.i (l7 l，し＼， 9，1こご，．），9:ムc;．こj; , f; ！)」']I)99し）， 1 :丸hii|i ijけ）そil,'，j : ： }（）＇‘9) ：19,．こえ：） ： 9：，1.) ！！‘hヽ，j)ら

: fい｛＼ ｝、 l:＇）パ il，il―'.し,；)＇I ・_,こ 1,•'.) Iこし＇だ 、＇、 ）ぐ94ヽ，i; l, ； i [半1)ふ 6'）i) ］JヽI.9,l」りし9,1,! ril 9:, 9(') ＜：9,L'．｝，4こit.h）.' I, : 

も冒既翌占幽意識に裏つffらむた研究の-・つ:'・,;-,;~,が， ラこ9 ，こiま，当然ながらん｛行に用にたいする起過需要が

とくに］9印年代に急成長を示してすでに準工業国と呼け 生しふ、一どになり、そ，ー｝―一おる以上銀行信用；士全利によ

れる水憚こ、、たったイラ：， iキシコ，フラ：‘'し '):ll:14 ってでばなく，割当て (rationing)を通じご配分されざ
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亨い'•r\l', ると入，し、＇ぐ＇「［かりては li）ば機構を咀ずる資凶が分ではな

械,j)みii」寸ぐ）こ t.9こ，）こ ．i I I I !、Jに深亥lj八“_1'1 1'-9 9］乳位） 1ヽ ’. • :．文内哉hi．ど多分1、こ：L人り9,•, ；9•＇ー）政 i(3(1,.）―-,• 7, -
平等！し訊；，；＇と招米した：：：し、・―, 1砂其と，析出し， こらにこ •9） とべ．心する貨源配分様式を＿！＿i:］士． しにが・',てこiし;t政肘に

した不平炉白姐向を政策的に見止して＼・かなし•1，ヽぎり、 よ，），Il'.．民間の銀行こ：、＇） ｛川用度の高し、大臣遁経済単．

1!170年心贋斧それら叫 14 々-')好済成長•そ il I’! i 良入い『'i',l;:.~ 'ヤと ・，り的に利する糾；，］を且｝jiとする。かく［ ：保護貿見

れること，こなろうとし・う予測ど汎得的に示唆’:_、＇．ると 政荀，叶氏黛利政策と結こ9、一ー）し・て大規模経済lji小'/T)みに外

ヽ＂）、＇・＇．，' ｀ こiし1J ・・＇）し•9 9) ； i. I I 7i • 、さ1.,K東・ ：心，9、人 9,； • .')込 1 1しl_＿ ；i't 1,i＿-、tJIした細,ii:'i;:lii易と樹＿f!しし， J:-;1JH1り1!．?'{ 

さt)9, 9こ：こ,',I、女＼iI、9、し、，ム9)9こ'-i I”,9, `  '.::，応価格矛11:l1,'・、どを iiJrjゼ1こ，＇よ）、一＼： ［こな、，！こし'， ’-}, 

プラン＇：は 196位F代の麻度成長をいわゆる輸人代替上叢 ：：：こちで輸入代替政策のもとでは，代替される最終財

化を通して実現した国として知られるが，著者り中心的 の飴1‘'芥且止される一方，投入財はむしろ自由輸入にち

な関心は 3国の分配の不平等化傾向をこの輸｝ぐ＼芹工業 かい汰！図こあり，外貨の優先的利用の便宜が与えられる

化と＼ヽ “9竹打打保護i．．羨的紆，知1が1t1), 1̀9，不可荘I白：こ；l祀1 )く；しし,1,1/ff;吝1札位は国内で投入且すが［！！；給，ざ 1tるr:J危件が，か
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るはあいですら外国から七れを縮人するという志向性を

tつ、もだ i,l'.｛氏全利政策し過大評価打れた為替レート

のもとでは資本財とくに諭入資本財は相対的に低い価格

→ ；げが打ざ{lるために，そ J)輸人志向性はいちだんこ科

まり，輸入iれる資本財に｛本化された技術体系のも：で

ぶ’i／約：臼ト隼約的な牛充方法が選：好ざllJ'，こど iこな：＇と

いうさところが低全利政策のもとで資本への接近を阻止

、され，こ伝統部門り小叫莫紆和i¥位は，知期に'-•(i"jぷ辺）

非公式の金泡機関を利用亡ざるをえないことになり，こ

-；.:.窒 ~lj憐い）＇ 9 ：直性ーが9 9喝般化することこなる，低

令利信弔供与：り恩恵；＂こあ千かるこどのできない伝統郊門

J')労働力は都市の近代部門に向けて流出してし、＜傾向を

もつが呵 しかし近代郊門が要素賦存状態を反映しない渦

変に貨本集約的な生産方法を採用しているた四こ，その

附動卿1史力ば中Il珈＇］，こ,]、―し l，ヽ ’＇．．-)しそ疇的連鎖況・

浚に生ずるい）が、一方における近代部呵の繁栄と他方

，こj‘,;1 i :)'Jミ.'隻人 11り）t',1-大：やあ I)' -~ii'lヽ汀月」 l青，J立！）許しし，

f＜平等化であ •9 たと音者は分析する。

こ;-:. :1 国•.'＼，文 1[I.i: Iニ統部門り）伶滞•と和，i'i す，し］こめ（＇改

せににほとんピ成功をみたか~ -Jたどし‘’-,?）が約者のもう

一つの＇叶）沿；翡（噂ヽ 心。 iことえはメキン＇．」であるか． こ

こでは大規樹lf代農業部「1のみヵ電力會運輸，灌慨ど炉

Jた政寸サーにスやミらに，ま補助位を｛麦光的に利用する

便fff.．＇;，":; i lる・り，不徹底tf!．應応柑内だめに依沈

欠絨に存在する小作嗅と小農はその恩恵：こ浴すること iま

、;A, 4, ・をの結嬰だビえ1：，ピう i,7ぅこ［ど小及i』こJ5 iマる

成の布命は， この革命の成呆を獲得するとこめ幻農業投人

:l担力人き力、 に”＾こによ，ズ，貧盟をおささ，）にt.：令）

： ＼、うう f＜平等化傾向をもたらすこ：：：になったっまた新た

，こよ淋）、された農産牝価格支持政鉛も，これが政府によっ

7吸収可能t汀く準J'.J,!::の農哨物の余剰を発生させろこど

，こよって値く千れを生み，貯えのない貧農の地位をいち

ビIi. I・・底下し竺るこ＇．にな ・たどし、う 99 ブラ v, ＇レび` 9（： in 

.、には，農村， t政府9')政策1)ほとんど及ぼざる，輸入代

1 1が業郊1'11'：1,t t ,．．/, }[{ ｝）， 1 ! i渇諸｝J（り目 1.ilな！料間：、こ

t'かせられる地域，［ Iて放置さか， ご(!;-:_ l：か大規控牒

9人と 1]、,L[僕牒＇；i、上心格必心‘村し＇，＇ぢ V)に 1／こ要因（ふ 9:

こさjl， また、,ラン 7.）ばあ、、も、 1962年以降か哨力ifjfc 

二地改品を迫-．て現在では農家数¢)約半分が最卜生産滉

墳をご fる農地を保有すろにいたろという成里シみセだ

ものの，小規遼農業3地位：よいまだ緑の革命の戎果を＋

分に祖，人でき乃ほど定でには進んでいな’'.と芸えられて

,、る。急じてこの 3国では保護土義的色杉の花しく濃、‘

書評

輸人代替工業化政策の結果として，都市の近代部門に没

源を引ぎ出されヤ農粟祁門は停滞を余儀なくされ，さら

に，若干で；まあれ試みられた農業部門の近代化計画も，

多分こ大規遵農業を刊十るごこのみ多く，應業部門自体

の所得分配を不平等化させるという結果を生むに終わっ

た． とVヽ ぢグ）が` 打者り見力である。

＂ ところで，イラン， メキシコ，ブラジルの 3国と異な

9)，1964打以降＼ i）ゆ心喩出志1/,J型L業化政策を採用す

ることによって実現した韓国の急速な経済成長は，国内

如鼠と蚊もh.41に1叫除貿易に和びつけること；こよっ ・C没

源の最適配分をもたらし，輸入イり替工業化政策のもとで

発生こに所得分転心不キ等化傾向をほぼ完全に避けるこ

とができたどして，杵者ばこか、｝こぎわもて庶い評価を与

えてい年 1964年後半賜こ輸出志向型工業化政策に転じ

た柿罪lit, 咀行金和1の大幅引 I• : f，ラデ‘f力？レな輸人自

由化を試みること；こよ，こて，労働過馴資本，ド足の要素

賦存犬況に it合うサ働集約財輸出戦略に向かう第・ “9よし・

し， 5らに愉出促進政策としてウォンプ）切下，凡輸／廿税

し'),｝I I‘・ i l，愉li ¥ rif:,'，h生，社，’-1じC，ニ〉il，る諭人投人財や粍済

活重＇；への課悦免除二いっこ手段をも講こたかであるが，

、_i • ，`ばすこてり/1月の比校優位祁1"］である労慟J集約喉業

の輸出増大，こ貢献し， 1966年から1970年までの労働J、[l

増)J~5がり約1'，数と，この部門に吸収すると 11-iJ時に，グ、染率

をも大幅に浅少させることにな，＇たと＼、う n すなわちこ

d)労：劫集約詞の転］出は， %1に，輸出商品生哨に此接従

事する労働者を初六さセるという匝接的効累を涌じて，

第 2に，輸出商品生産に用いられるI原材料，機械等の投

人応）国1/,,；生哨や霞力，水利，匹輸，介市，商業 l,” し')fナ

関連産業分野で用いられる労働昔を増大させるという間

！揺囁果を迅じて．窮 3i-，ごれら拡人した労陽作の講買

カの増大が多様な国内泊費財，サーヒーくにたいする需要

を創！！＇ 19，そiしが日内消t｛財，サーヒス望染の拡大を招来

するという乗数効果を通して，そして第 4に，労倒集約

U櫂＇廿によ て獲得これに外貨が輸人を誘発し＇，これが

潜0成長カビ雇用を拡大させるというクガ果を通じて，雇

）胆）大規腐＇ i吸収をみせこと著者は若える。そしてこ (f)

労働集約罪［）高い製品の輸出活動の活発化こそが，

率の，咸少と実質貨金水準の上昇｝こ大きく寄与することに

ょ--,て，絆済成長と所得分配の平等化とを匝セさせえた

重要な政策的要因であったと著者は主張するのである。

韓国化おけろ所得分配内平等化ぱ， 欠ちにこの固が農

業政策にお 'Yてもみごとな成功を収めだという事実の反
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軍評

映でもあると婚者はみていもまず韓因における土地改

革は他の 3国に比べて大きな成果を得たという点があげ

、し．，れる。 1947年に最初(T)•I .. ：地吃りtが試；べ：•9 9! 1. 195(I;iし '9'9J

第 2次のそれを経て，現在の農家の,:iJ耕農地平均針有面

禾責は2.25エーカー，最高所有限度は7.5エーカーであり亨

5 エーカー」‘J、 1: （1)漿池心令耕地1i1i利砂，i•Iすか 7%：こすぎ

ないといわれる。しかも所有地出これを譲渡抵出こ人

れることが禁じられごおり， ill来の地士．―-小作関係再現

の道は1サlこされ（し、．；）。柑打，ャーよれ it, ~ -, Iし戸L地改

革とならんで，韓国の農村近代化計画において見洛とす

-ど(!)でぎないも：、 •つの if｛要な悪素ば全国各地；こき

わめて数多く設立さ］J (いる裳業協If；j組合巳ある。笠上

，こ網の目のごとく存在するこゞ｀）協同組合は，整備された

穀物の価格支持制疫 政府に、：` 9:販信，iji)_II, ll'111‘；旦給訂

両を一元的；こ掌握する農業協同組合中央会ふational

Agricultural Cooperative Federation, :¥ACF) :’'）管轄

しつもとに i汽かれて、、う。これ，•，!1協I「i]紐介ヤ辿し―,. 1 

べての農民な農業仁用と農業投人財に上＾等に接近するこ

ピができ、そごには大規模農業と小担松農業の芸ばない

こされる 1 ：ヽ （7)た＼i、しこ他の 3:99 （と、、にフ J/'，し言マ~1,ij 

題となっ乞要素の桐対価格が大農と小農によ Jーーて異な

ることから生しだ賓阻配分の tが1Lを生` )':-どは、もtt1KI U) 

ばあいほとんどなか ’J たというもそし―C• こゞ！）＿卓尖か，叫囚

（りすべてC’)農民を近代技術に接近せしめると同睛：こ、｝農

民をし，： ili，び）無払9 ¥ IJヽJAl控f.-t |’Ilil技祈 I、Ini(KIIc i ('L h 

nology)を発生せしめた理由であり， 9代業部門¢冗刊砂

配を改善せしめた重要な理甘1であると評者はみて＼る。

〉らに韓-Jヽ＇．）i ［あ＼ •, 郡II i t•こ jiしー、ロく紅、i:!i:こ仲長し、，9-輸／t i 

志向型エ梨化が労園集約性の高いもしりであったがため

に｀ごの丁，業化渦い：愧村から都市へ：，、大規模な労働移

助を招来；〇も(/)こなり，こ (!)s'.:.とか悶日におけ、し人11

王力を軽減するここ：こよって、農村部門［）個人所得を上

昇ナる、r~ 1ー・足寄 I}-'てし： ＼ヽ巧。結閉ピ•- -:・, 1960年代役

半期の農村家計所丹，土実質的こは都市家』所得とほぼ¥ri]

水準にあ，ーゾこと推定され， ここに急速、な経済成長：：分配

＇鼻＇）平・咋化ど占 1Ihiヽ'f．：て｝9～-“̂/̂＼’'）代表的 li和］として19h(I{l • 

代韓国の国内経済政壌に著者はきわめて高い評価を打・え

うことにれるのでかる n

I¥' 

開発途i•国の所得分配の不下笠化要因を，各国に特有

な国内経済政策のハターンに求めたところに本古：V1)貨単

な貢献があり，展I誌：ミれる論理：iひらめきに満ちている u

Io8 

！こだそれにしても輸人代替上業化政策と輸出志向型工業

化政策とをあまりに単純にシェーマ化し，これを所得分

杞ベターンに宜線的に結びづけすぎてし、ると 'k‘ うじll象は
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